
 

３月は、年度の振り返りと同時に新生活に備えるための時期でもあります。 
３年生は卒業を迎えさみしさを感じます。それぞれが新しい出会いや始まりを間近に控えた今、皆さんは、 
充実した毎日を過ごせたでしょうか？  反省したことや改善したいこと、またはよかったこと、今後も 
続けていきたいことを思い浮かべてみてください。 
保健室から、「セルフメディケーション」についてお伝えします。ＷＨＯ（世界保健機関）による 

定義では、「自分自身の健康に責任をもち、軽度な身体の不調は自分の手当ですること」とされています。 
心身の健康を維持・増進することは成長とともに自分の判断による割合（責任）が増えてきます。 
「健康」に過ごすことは人生の中で最も重要となり大きな割合を示すのです。基本は「睡眠（休養）・食事・運動」の生活習慣

を崩さないことです。また、新しい環境にすぐ馴染む人もいれば、違和感に戸惑う人もいるかもしれません。そんな時は、誰か

に話してみませんか？ひとりで抱え込まずに、誰かに話をするだけでも、心が軽くなるものですよ。みんな色々 な悩みを抱えて  
生活を送っています。一人ではないことを覚えておいてくださいね。 

 
✿保健室からのお知らせ✿ 

   

 
☆☆☆☆☆自分の健康を自分でつくり、心身の健康を守ることが大切ですね。☆☆☆☆☆ 

４月からスタートする平成２７年度定期健康診断は、皆さんの健康を知る大切な学校行事でもあります。 

尿検査や心電図検査の結果から「要管理」「要経過観察」「要受診」等指示を受けている人、また、う歯

（むし歯）や視力低下のある人など、春休み中に受診・治療を済ませてくださいね。 

❥❥日本スポーツ振興センター災害共済給付金請求の出し忘れはありませんか? ❥❥ 

今年度、学校でのけがで医療費の申請をしていて、2月分までの書類をまだ提出できていない人は、 

保健室へ書類を提出してください。 

※期限までに提出できない理由がある場合は保健室まで申し出てください。 

  
日本スポーツ振興センターの「災害共済給付制度」の対象になったケガの内容は 

骨折、挫傷、打撲、捻挫、靱帯損傷が多く、部活動、各教科、学校行事、通学中の 

自転車の転倒事故等での負傷です。 

ケガをして保健室を利用する人の中で、その原因を考えたときに「もう少し気をつけていれば 

ケガをせずにすんだかもしれない・・」と思うことはありませんか？ 

・教室のストーブで足をやけどしてしまったあなた？ 

・階段を急いで走り段を踏み外し足首を痛めた君？ 

・砂利石で自転車のバランスが崩れ転倒し身体を打撲した君？ 

・靴のサイズ合わず爪を痛めたあなた？ 

・試合中、他者の爪で傷ついた君？   ･･･等 

 

私たちの生活の中には、どこに何をしても 

「ヒヤリ・ハット」（重大な事故・災害につながってもおかしくない事故）が存在するという 

『ハインリッヒの法則』があります。自分の生活を振り返り身の回りの安全について考えてみて 

くださいね。 

平成 ２７年 ３月 ６日 

千葉県立若松高等学校 

保 健 室 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空気が乾燥し火災が発生しやすい時季のため、一人一人が十分注意し、 

火災をなくしましょう。 

 

 

 
 

 

 


